
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
  
  
     
  
  
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
向寒の候 皆様におかれましては、ますます御健勝のこととお喜び申し上げます。 

本年度より宮崎県社会教育委員連絡協議会の会長を務めさせていただきます。どうぞよろしくお

願いいたします。 

今年は、本県延岡市を含め、九州北部、東日本など各地で甚大な自然災害が起きました。この災

害により、お亡くなりになられた方々にお悔やみを申し上げますとともに、今も避難を余儀なくさ

れ、不安な日々を過ごしておられる被災者の皆様に心より御見舞い申し上げます。 

これからの地域づくり・人づくりにおいては、自分達が住む町を自分達でより良くしていこうと

いう住民意識の醸成や地域で核となる人材の育成が必要であり、社会教育が果たす役割は、ますま

す大きくなっているといえます。今後も社会教育委員の立場から、住民一人一人が、人生を豊かに

する学習や地域づくり・人づくりに、当事者意識をもって参画する取組を社会教育委員一丸となっ

て進めていきたいと思います。 

 

宮崎県社会教育委員連絡協議会 
令和元年 12 月発行 会 報 <第 26号> 

宮崎県社会教育委員連絡協議会 会長 井﨑 高信 ごあいさつ 

令和元年度宮崎県社会教育委員連絡協議会総会・研修会 

令和元年８月１日（木）、県立図書館研修ホールにおきまして、令和元年度宮崎県社会教育委員

連絡協議会総会・研修会を行いました。５６名の参加があり、総会では、昨年度の事業報告・決

算報告、本年度の予算・事業計画などが決議された他、各地区における「家庭の日」の取組推進

について情報交換が行われました。 

研修会では、全国社会教育委員連合 副会長・常務理事 馬場

祐次朗 氏が「家庭、学校、地域の連携・協働と社会教育委員の

役割」という演題で講演されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会教育委員の立場から地域学校協働活動推進員になり、ぜひ活動の運営に携わっていただき

たいというお話をいただきました。 

また、活動の様子を VTR で視聴を通して、様々な人との関わりを通して得られた楽しみや喜び、

生きがいについて知ることができました。 

これからの社会教育の推進について、示唆に富んだ講演でした。今後、各地域での研修や活動

にも生かしていただければ幸いです。 

馬場氏による講演 

現在、学校・家庭・地域が抱える課題はそれぞれ単独に解

決できない状況が見られるため、地域学校協働活動により

学校・家庭・地域が互いに意見を出し合い、理解し合い、

実践することで課題解決を図ることが重要です。 

地域全体で未来を担う子供たちの成長を支える上で、学校

への一方的な支援にとどまらず、子供だけでなく、大人の

成長を促すために、学校を核とした地域づくりを推進する

ことが大切です。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後とも、社会教育委員として、この「家庭の日」の意義を伝えていただくとともに、一人一人、

何ができるかを考え、取り組んでいきたいと思います。 

※ 家庭の日とは・・・ 

明るい家庭作りをめざし、家族そろって温かい心のふれあいを図るため、毎月第３日曜日を「家庭

の日」と位置付け、５つの共感活動（共遊・共食・共話・共汗・共働）を提唱するものです。 

                            
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「家庭の日」の普及・啓発に御協力をお願いします！ 

発行責任者 宮崎県社会教育委員連絡協議会事務局（担当：黒木） 

TEL:0985-26-7245 FAX:0985-26-7342 E-mail:kuroki-tetsuro@pref.miyazaki.lg.jp 

「社教情報」の購読を 
今後ともよろしくお願いします！ 

社会教育委員や関係者の「学び」のツールとして活用さ

れている「社教情報」の No.81 では 214 冊の購入がありま

した。社会教育の担う役割や先進的な実践等、社会教育委

員の関わりが分かる貴重な情報誌ですので、今後とも御購

読や御活用をお願いします。 

受賞！令和元年度 

全国社会教育委員連合表彰 

令和元年 10 月 24、25 日の２日間にわたり開

催された全国社会教育研究大会兵庫大会にお

いて、本県延岡市の 安原青兒 氏 が、長年に

わたる社会教育への貢献により表彰されまし

た。誠におめでとうございます。 

同大会は、「多様性を認め合う、豊かな地域

社会のための社会教育」を研究主題として、実

践発表やシンポジウムが行われました。 

開催！第49回九州ブロック 

社会教育研究大会佐賀大会 

令和元年８月 28、29 日の大雨により、開催

延期となりました第 49 回九州ブロック社会教

育委員研究大会が、令和２年１月 14 日（火）

に佐賀市で開催されることとなりました。大会

自体は１日の縮小開催となり、「社会教育法制

定 70 周年･･･。そして地域のこれから･･･。」を

テーマにしたシンポジウム等が予定されてい

ます。 

お知らせ 
お願い 

本県では、青少年の健全な育成に関し、家庭の役割について理解を深めるために「家庭の日」

が定められており、様々な取組が行われています。本協議会におきましても、８月の総会で「家

庭の日」について情報交換を行いました。 

行政等による積極的な啓発活

動や地域と学校が連携した取組

の推進、行政・地域による家庭を

対象としたイベントの実施等、

様々な取組が行われています。 

様々な家庭の実情を

考慮し、「月に一度は家

庭の日」として啓発し

ているという報告もあ

りました。 


